
チリ経済情勢報告（2015年4月）
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１．経済指標　
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）

(
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（１）経済活動指数（IMACEC）－前年同月比1.6％－
3月のIMACECは前年同月比1.6％と予想（同2.0％）を下回る結果となった。季節調整済前月比は▲0.3％となった。中銀によると，サービス業が主なプラス要因となった一方，製造業と鉱業がマイナス要因となった。
中銀アンケートによる4月IMACECの予想は前年同月比2.0％（中央値）となっている。
（２）消費－減速している－
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①3月の小売商業販売指数（実質，INE公表）は，前年同月比0.4％となった。同指数（除く車）は同2.6％となった。
②3月のスーパーマーケット販売額（実質，INE公表）は，前年同月比1.3％となった。
③3月の商業販売額（チリ商工会議所公表，サンティアゴ首都圏，暫定値）は前年同月比▲2.6％となった。
④3月の消費者認識指数（CIEN公表）は109.5と前月（103.5）から改善した。現状指数（125.3）は大きく改善したが，将来指数（104.0）は若干の悪化となった。
⑤4月の新車販売台数は23,084台（前年同月比▲13.5％）と大きなマイナスが続いている。
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（３）鉱工業生産，電力－生産は弱い－
3月の工業生産指数は，前年同月比▲2.8％となった。セクター別では，一般金属が同▲29.4％，石油派生品が同▲15.9％，たばこ製品が同▲8.5％，機械・設備が同▲7.7％とマイナスに大きく寄与した。
3月の鉱業生産指数は前年同月比▲4.9％となり，うち銅は同▲2.3％となった。
3月の電力指数は前年同月比2.9％となった。
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（４）企業の業況判断－悪化している－
4月のIMCE（企業業況判断指数）は48.48ポイントと，中立点である50ポイントを引き続き下回ったものの，前月とほぼ同水準であった。前年同月差は▲0.42ポイント，前月差は▲0.16ポイントとなった。内訳を見ると，建設業が37.66（前月差2.15ポイント），鉱業が66.55（同0.50ポイント）と改善したが，商業が48.29（同▲2.16ポイント），製造業が44.82（同▲0.30ポイント）と悪化した。
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（注）チリ中銀

Observado

値（銀行間レートの加重平均値）

（５）不動産－大きく減少－

3月の建築許可面積（INE公表）は前年同月比▲15.9％（３か月移動平均）と大幅なマイナスに転じた。内訳を見ると，住居が同▲13.5％となり，非住居も同▲17.1％といずれも大幅なマイナスに転じた。
（６）雇用－失業率はやや高くなっている－
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48.48

1～3月期の失業率は6.1％と前月と同水準となった。前年同期比で見ると，労働力人口は55,620人増加（前年同期比0.7％），就業者数は79,187人増加（同1.0％），失業者数は23,567人減（同▲4.3％）となった。セクター別の就業者数伸び率では，行政・社会保障（同11.7％），ホテル・レストラン（同8.8％），教育（同6.5％）が大幅なプラスとなった一方，自営業者（同▲6.6％）が大きなマイナスとなった。
3月の賃金は，名目は前年同月比7.1％，実質は同2.8％となった。
（７）物価－やや大きく上昇している－
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国際銅価格と銅在庫の推移

銅価格

銅在庫（ロンドン・

NY

・上海合計）

4月の消費者物価指数（総合）は，前月比は0.6％，前年同月比は4.1％となった。品目別に前年同月比の動きをみると，主にアルコール飲料・タバコ（13.0％），食料品・飲料品（8.0％），レストラン・ホテル（7.4％）が大きく上昇した一方，燃料（▲15.7％），衣料品・靴（▲8.1％）が大きく低下している。生鮮野菜果実及び燃料を除くコア指数は，前月比は0.5％，前年同月比は5.2％となった。
中銀アンケートによる5月の消費者物価指数（総合）の予想は前月比0.2％となっている。インフレ期待は1年後：3.1％（前月3.2％），2年後：3.0％（前月3.0％）と引き続き安定している。
3月の生産者物価（全産業）は，前月比は2.1％，前年同月比は▲3.6％となった。
（８）貿易－貿易黒字が継続－
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鉱業生産

鉱工業生産（前年同月比、％）

①4月の輸出額（FOB）は59.6億ドル（前年同月比▲10.2％）となった。内訳を見ると，鉱業品30.9億ドル（同▲8.3％），農林水産品8.0億ドル（同▲10.3％），製造業品20.8億ドル（同▲12.2％）となった。鉱業品のうち銅は28.8億ドル（同▲5.7％），銅を除いた輸出総額は30.8億ドル（同▲14.0％）となった。

②4月の輸入額（FOB）は48.1億ドル（前年同月比▲17.1％）となった。内訳（CIF）は，消費財14.2億ドル（同▲11.6％），中間財27.5億ドル（同▲22.8％），資本財9.8億ドル（同▲2.7％）となった。
③4月の貿易収支（FOB）は11.5億ドルの黒字となった。
（９）対日・中・韓貿易
①対日貿易（FOB）：3月の貿易額は，輸出額5.9億ドル（前年同月比▲30.2％），輸入額1.6億ドル（同▲11.4％），貿易総額では7.5億ドル（同▲26.9％）となった。

②対中貿易（FOB）：3月の貿易額は，輸出額15.8億ドル（前年同月比▲0.4％），輸入額12.1億ドル（同24.8％），貿易総額では27.9億ドル（同9.2％）となった。

③対韓貿易（FOB）：3月の貿易額は，輸出額4.8億ドル（前年同月比10.4％），輸入額1.4億ドル（同▲12.2％），貿易総額では6.2億ドル（同4.3％）となった。
２．市場の動き
（１）国際銅価格－横ばい－
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消費者認識指数（右目盛）

4月の国際銅価格は，1ポンド2.7304ドル（1日）で始まり，1ポンド2.8327ドル（30日）で終了した。前半は製造業など中国経済の先行きが懸念される統計の公表等により緩やかな下落が続いたが，後半に入ると中国で発表された景気刺激策に対する期待や為替相場の上昇に牽引されるような形で上昇した結果，対前月末比3.2％で終了した。

4月の銅在庫は，599,994トン（1日）から547,567トン（30日）と前月末より若干の減となった。
（２）為替－上昇－
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4月の為替は，1ドル626.58ペソ（1日）で始まり，1ドル606.82ペソ（30日）で終了した。前半は米国雇用統計が市場予想を下回り，金利の早期引き上げ期待が市場内で弱まったことによりドル安が進行，後半に入るとギリシャ債務問題に対する懸念からドルが一時的に買われたが，米国GDP統計等が市場予想を下回り引き続きドル安が進行した結果，月中平均でみると前月比13.78ペソのペソ高・ドル安で終了した。
（３）株価－横ばい－
4月のIPSA値（サンティアゴ主要株式指数）は，3,939.17ポイント（1日）で始まり，4043.45ポイント（30日）で終了した。前半は小売部門を中心に緩やかながら少々が続き，後半に入っても中国の景気刺激策に伴う国際市場の動向に牽引される形で緩やかな上昇が続いた結果，前月末比3.3％で終了した。

３．経済トピックス
（１）チリ中銀，経済見通しを公表
3月30日，中央銀行は「金融政策レポート（IPoM，2015年3月）」を公表した。2015年の経済成長率の見通しは前回時（2014年末）の2.5～3.5％が維持された。2014年の成長実績を上回るが，4.0～4.5％を予測する中期的な潜在成長率と比べると低いものとなっている。消費者物価指数は，年内は平均すると４％程度の水準となり，来年中にはターゲットの上限を下回り３％に収束していくものと見ている。
（２）中央銀行，政策金利を据え置き
4月16日，チリ中央銀行は定例の金融政策決定会合において，政策金利を年3.00％で維持することを決定した。世界経済に関しては，リスクが残るものの欧州経済が再活性する兆しが見えてきた一方，中国経済に陰りが見えてきたことが確認された。国内を見ると，投資が弱い動きを示しており、失業率は徐々に改善しつつあるものの、雇用創出は少ない，との認識を示した。
（３）中国との二重課税防止協定の交渉終結
4月21日，チリ財務省は中国との二重課税防止協定の締結にかかる交渉が終了したことを発表した。交渉に１１年をかけた歴史的な協定であるということも強調され，二重課税防止，租税回避及び脱税の面でＯＥＣＤモデルを採用している。また，翌２２日にサンティアゴにおいてアルゼンチン当局者とアルゼンチンとの二重課税防止協定に署名することも合わせて公表された。
（以上）                          
＜概要＞　景気は停滞している。


消費は減速している。


生産は弱い動きをしており，企業マインドは悪化している。


失業率はやや高くなっている。


消費者物価はやや大きく上昇している。


貿易は黒字が継続している。


為替は上昇，銅価格および株価は横ばいであった。


先行きについては，銅価格及び為替の動向が国内経済に与える影響に引き続き留意する


必要がある。
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